
は
し
が
き

本
書
は
、
進
化
論
と
社
会
の
関
係
を
主
題
と
し
て
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
で
行
な
っ
た
共
同
研
究
の
成
果
報
告
書
で
あ
る
。

『
種
の
起
原
』
の
刊
行
以
来
、
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
進
化
論
は
世
界
の
さ
ま
ざ
ま
な
国
と
社
会
に
強
い
影
響
を
及
ぼ
し
て
き
た
。
そ
の
影

響
力
の
大
き
さ
は
、
巻
末
に
付
し
た
ダ
ー
ウ
ィ
ニ
ズ
ム
関
連
年
表
か
ら
も
知
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
じ
っ
さ
い
、『
種
の
起
原
』
と

『
人
間
の
由
来
』
は
さ
ま
ざ
ま
な
言
語
に
翻
訳
さ
れ
、
ダ
ー
ウ
ィ
ニ
ズ
ム
に
か
ん
す
る
論
評
は
お
び
た
だ
し
い
量
に
上
っ
て
い
る
の

で
あ
る
。

『
種
の
起
原
』
は
、
生
物
種
の
不
変
性
を
前
提
と
し
、
種
の
分
類
を
こ
と
と
し
て
い
た
従
来
の
博
物
学
に
か
わ
っ
て
、
生
物
個
体

の
偶
然
的
変
異
と
自
然
選
択
に
よ
る
有
利
な
変
異
の
保
存
と
い
う
原
理
に
も
と
づ
く
種
の
進
化
と
い
う
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
理
解
に
よ

っ
て
、
生
物
学
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
を
変
革
し
た
。

し
か
し
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
進
化
論
は
生
物
学
の
理
論
で
あ
る
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
、
神
に
よ
る
個
々
の
種
の
創
造
と
い
う

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
支
配
的
だ
っ
た
生
物
観
・
自
然
観
に
か
わ
っ
て
、
種
の
進
化
と
そ
の
自
然
自
体
に
よ
る
説
明
と
い
う
新
し
い
生
物

観
・
自
然
観
を
提
起
し
た
か
ら
で
あ
る
。
マ
ル
ク
ス
は
こ
の
点
に
注
目
し
て
、『
種
の
起
原
』
を
目
的
論
に
よ
ら
な
い
自
然
史
と
し

て
高
く
評
価
し
た
の
だ
っ
た
。

自
然
科
学
の
理
論
も
世
界
観
に
も
と
づ
き
、
ま
た
新
し
い
世
界
観
を
提
起
す
る
け
れ
ど
も
、
ダ
ー
ウ
ィ
ニ
ズ
ム
に
お
い
て
は
こ
の

こ
と
は
と
く
に
顕
著
で
あ
り
、
直
接
的
で
あ
っ
た
。
ダ
ー
ウ
ィ
ニ
ズ
ム
は
生
物
進
化
の
理
論
、
生
物
の
歴
史
に
か
ん
す
る
理
論
で
あ

i
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る
が
、
人
間
も
生
物
で
あ
る
以
上
、
人
間
の
社
会
と
文
化
の
歴
史
も
そ
の
射
程
に
含
ま
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
神
に

よ
っ
て
保
証
さ
れ
て
い
た
人
間
の
位
置
は
揺
る
が
さ
れ
、「
自
然
に
お
け
る
人
間
の
位
置
」
と
い
う
問
題
、
自
然
と
文
化
の
関
係
と

い
う
重
要
で
難
し
い
問
題
が
新
し
い
地
平
で
提
起
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ダ
ー
ウ
ィ
ン
自
身
、『
人
間
の
由
来
』
で
こ
の
問
題
に

取
り
組
み
、「
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
ブ
ル
ド
ッ
グ
」
と
評
さ
れ
た
ハ
ク
ス
リ
ー
は
、
自
然
選
択
の
支
配
す
る
「
宇
宙
過
程
」
と
文
化
の
特

質
で
あ
る
「
倫
理
過
程
」
を
区
別
し
対
立
さ
せ
た
。
ウ
ィ
ル
ソ
ン
は
社
会
生
物
学
に
よ
る
人
文
科
学
と
自
然
科
学
の
統
合
を
主
張
し
、

ド
ー
キ
ン
ス
は
ミ
ー
ム
の
概
念
に
よ
っ
て
文
化
の
多
様
性
と
歴
史
的
変
化
を
生
物
進
化
と
同
型
の
過
程
と
見
な
す
仮
説
を
提
起
し
た
。

ダ
ー
ウ
ィ
ニ
ズ
ム
の
立
場
に
立
つ
生
物
学
者
が
こ
の
問
題
を
取
り
上
げ
た
の
は
当
然
と
い
え
よ
う
が
、
こ
の
問
題
は
事
柄
の
本
性
か

ら
し
て
、
人
文
科
学
者
、
社
会
科
学
者
を
も
巻
き
込
ま
ず
に
は
い
な
か
っ
た
。
ダ
ー
ウ
ィ
ニ
ズ
ム
が
不
可
避
的
に
は
ら
む
世
界
観
・

人
間
観
こ
そ
、
ダ
ー
ウ
ィ
ニ
ズ
ム
の
強
い
影
響
力
の
重
要
な
要
因
で
あ
り
、
積
極
的
な
受
容
と
反
発
の
原
因
で
あ
ろ
う
。

他
方
、
一
九
世
紀
末
の
多
く
の
人
文
・
社
会
科
学
者
は
、
ダ
ー
ウ
ィ
ニ
ズ
ム
に
新
し
い
モ
デ
ル
と
方
法
論
を
見
出
し
た
。
生
物
学
、

進
化
論
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
は
力
学
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
に
代
わ
る
有
力
な
武
器
だ
と
考
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
適
用
の
具
体
的
様
相
は

本
書
の
諸
論
文
を
見
て
い
た
だ
き
た
い
。
本
書
で
取
り
上
げ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
ア
ウ
グ
ス
ト
・
シ
ュ
ラ
イ
ヒ
ャ
ー
は
生

体
と
言
語
の
あ
い
だ
に
成
立
す
る
ア
ナ
ロ
ジ
ー
に
注
目
し
、
イ
ン
ド＝

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
語
の
分
化
の
系
統
樹
を
作
成
し
た
。
ウ
ィ
リ
ア

ム
・
ジ
ェ
ー
ム
ズ
は
、
人
間
の
心
的
能
力
が
環
境
へ
の
適
応
に
よ
っ
て
発
達
し
た
と
考
え
て
、
進
化
心
理
学
を
構
想
し
た
。
も
ち
ろ

ん
デ
ュ
ル
ケ
ム
の
よ
う
に
生
物
学
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
に
批
判
的
な
社
会
学
者
も
あ
り
、
進
化
論
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
が
誤
解
や
逸
脱
を
も
た

ら
し
た
け
れ
ど
も
、『
種
の
起
原
』
刊
行
以
来
、
人
文
・
社
会
科
学
は
進
化
論
の
問
題
圏
を
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
く
な
っ
た
。

さ
ら
に
ダ
ー
ウ
ィ
ニ
ズ
ム
は
、
学
問
の
領
域
を
越
え
て
直
接
に
政
治
的
・
社
会
的
な
言
説
と
し
て
も
登
場
し
た
。
社
会
ダ
ー
ウ
ィ

ニ
ズ
ム
と
し
て
知
ら
れ
る
主
張
で
あ
る
。
し
か
し
社
会
ダ
ー
ウ
ィ
ニ
ズ
ム
と
総
称
さ
れ
る
主
張
の
内
容
は
、
自
由
放
任
主
義
、
個
人

の
解
放
、
人
種
主
義
、
帝
国
主
義
、
相
互
扶
助
、
階
級
闘
争
な
ど
、
論
者
に
よ
っ
て
き
わ
め
て
多
様
で
あ
り
、
一
つ
の
確
定
し
た
政

ii
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治
的
・
社
会
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
見
な
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
た
、
社
会
ダ
ー
ウ
ィ
ニ
ズ
ム
に
お
い
て
は
、
進
化
論
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー

は
、
多
く
の
場
合
、
問
題
発
見
な
い
し
理
論
構
築
の
機
能
を
果
た
す
の
で
は
な
く
、
説
得
の
道
具
と
し
て
機
能
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、

論
者
が
自
己
の
主
張
を
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
名
に
よ
っ
て
、
生
物
学
と
い
う
権
威
に
よ
っ
て
正
当
化
し
普
及
さ
せ
る
た
め
の
レ
ト
リ
ッ
ク

に
す
ぎ
ず
、
ア
ナ
ロ
ジ
ー
に
よ
る
誤
解
や
歪
曲
を
と
も
な
い
が
ち
で
あ
る
こ
と
に
注
意
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
ダ
ー
ウ
ィ
ニ
ズ
ム
は
、
人
文
・
社
会
科
学
や
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
た
い
し
て
強
い
浸
透
力
を
も
っ
た
。
し
か
し
そ
の
こ

と
は
、
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
進
化
論
が
確
立
さ
れ
た
理
論
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
は
な
い
。
ダ
ー
ウ
ィ
ン
は
ラ
マ
ル
ク
の
進
化
論

を
完
全
に
退
け
た
わ
け
で
は
な
い
し
、『
種
の
起
原
』
の
初
版
で
自
然
選
択
に
過
度
の
意
議
を
与
え
た
こ
と
を
の
ち
に
反
省
し
て
も

い
る
。
ま
た
『
人
間
の
由
来
』
で
は
性
選
択
や
群
選
択
の
仮
説
を
導
入
し
た
。
要
す
る
に
、
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
進
化
論
は
確
立
さ
れ
た

理
論
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
他
方
で
は
、
ハ
ー
バ
ー
ト
・
ス
ペ
ン
サ
ー
の
哲
学
か
ら
心
理
学
・
社
会
学
を
包
括
す
る
進
化
論
的

体
系
が
よ
く
読
ま
れ
大
き
な
力
を
も
っ
て
い
た
。
当
時
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
名
前
を
冠
し
て
語
ら
れ
た
進
化
論
は
必
ず
し
も
ダ
ー
ウ
ィ
ン

の
も
の
で
は
な
い
要
素
を
含
む
複
合
体
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
も
、
ヴ
ァ
イ
ス
マ
ン
に
よ
る
獲
得
形
質
の
遺
伝
の
否
定
、
メ
ン
デ
ル
の

法
則
の
再
発
見
、
一
九
三
〇
年
代
か
ら
四
〇
年
代
に
か
け
て
の
進
化
総
合
説
、
グ
ー
ル
ド
と
エ
ル
ド
リ
ッ
ジ
の
断
続
平
衡
説
、
一
九

七
〇
年
代
か
ら
八
〇
年
代
の
性
選
択
の
再
発
見
な
ど
を
契
機
と
し
て
、
ダ
ー
ウ
ィ
ニ
ズ
ム
は
た
え
ざ
る
変
化
を
と
げ
て
き
た
。
こ
の

よ
う
に
ダ
ー
ウ
ィ
ニ
ズ
ム
は
生
物
学
の
理
論
と
し
て
も
、
他
の
領
域
へ
の
適
用
に
お
い
て
も
変
化
し
つ
づ
け
て
き
た
。
本
書
に
「
変

異
す
る
ダ
ー
ウ
ィ
ニ
ズ
ム
」
と
い
う
い
さ
さ
か
耳
慣
れ
な
い
タ
イ
ト
ル
を
付
し
た
所
以
で
あ
る
。

『
種
の
起
原
』
の
刊
行
百
周
年
を
迎
え
た
一
九
五
九
年
を
き
っ
か
け
に
、
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
進
化
論
に
か
ん
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
資
料

の
刊
行
、
大
量
の
書
簡
を
含
む
浩
瀚
な
ダ
ー
ウ
ィ
ン
全
集
の
刊
行
が
始
ま
っ
た
。
他
方
で
は
、
グ
ー
ル
ド
や
ボ
ウ
ラ
ー
ら
の
優
れ
た

啓
蒙
書
に
よ
っ
て
、
ダ
ー
ウ
ィ
ニ
ズ
ム
は
人
々
の
関
心
を
集
め
て
い
る
。
生
物
学
の
領
域
で
は
、
分
子
生
物
学
と
集
団
遺
伝
学
の
飛

躍
的
発
展
に
支
え
ら
れ
て
、
ダ
ー
ウ
ィ
ニ
ズ
ム
は
か
つ
て
な
い
ほ
ど
の
力
を
獲
得
し
た
。
ヒ
ト
ゲ
ノ
ム
の
解
読
の
進
行
と
と
も
に
、
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優
生
学
的
発
想
の
回
帰
も
見
ら
れ
る
。
ま
た
認
知
科
学
や
情
報
理
論
の
進
展
が
心
理
学
、
経
済
学
、
人
類
学
な
ど
へ
の
ダ
ー
ウ
ィ
ニ

ズ
ム
の
新
た
な
適
用
を
生
み
出
し
て
い
る
。
ダ
ー
ウ
ィ
ニ
ズ
ム
は
自
然
科
学
と
人
文
・
社
会
科
学
の
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
を
構
成
し

て
い
る
の
で
あ
る
。
本
書
は
ダ
ー
ウ
ィ
ニ
ズ
ム
に
か
ん
す
る
思
想
史
的
・
社
会
史
的
研
究
で
あ
る
が
、
ダ
ー
ウ
ィ
ニ
ズ
ム
と
社
会
と

い
う
問
題
は
け
っ
し
て
過
ぎ
去
っ
た
歴
史
で
は
な
く
、
現
代
の
問
題
な
の
で
あ
る
。
私
た
ち
は
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
進
化
論
の
影
響
力
、

現
代
性
、
学
際
性
に
注
目
し
、
そ
の
具
体
的
様
相
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
て
、
こ
の
共
同
研
究
を
始
め
た
の
だ
っ
た
。

本
書
の
も
と
に
な
っ
た
共
同
研
究
は
一
九
九
九
年
四
月
か
ら
二
〇
〇
二
年
三
月
ま
で
の
三
年
間
に
わ
た
っ
て
行
な
わ
れ
た
。
そ
の

間
、
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
と
し
て
ご
報
告
を
い
た
だ
い
た
、
谷
泰
（
滋
賀
県
立
大
学
人
間
文
化
学
部
教
授
）、
西
川
伸
一
（
京
都
大
学

医
学
研
究
科
教
授
）、
倉
谷
滋
（
岡
山
大
学
理
学
部
教
授
）、
黒
田
末
寿
（
滋
賀
県
立
大
学
人
間
文
化
学
部
教
授
）、
市
野
川
容
孝
（
東
京

大
学
大
学
院
総
合
文
化
研
究
科
助
教
授
）、
丹
羽
太
貫
（
京
都
大
学
放
射
線
生
物
研
究
セ
ン
タ
ー
教
授
）、
河
田
雅
圭
（
東
北
大
学
大
学
院

生
命
科
学
研
究
科
教
授
）
の
各
氏
に
心
か
ら
お
礼
を
申
し
上
げ
る
（
肩
書
は
い
ず
れ
も
報
告
当
時
）。
ダ
ー
ウ
ィ
ニ
ズ
ム
関
連
年
表
や

索
引
な
ど
の
編
集
上
の
仕
事
は
小
林
博
行
氏
の
手
を
わ
ず
ら
わ
せ
た
。

こ
の
共
同
研
究
は
人
文
科
学
研
究
所
に
お
け
る
編
者
の
最
後
の
仕
事
で
あ
り
、
本
書
は
も
っ
と
早
く
刊
行
さ
れ
る
は
ず
で
あ
っ
た

が
、
編
者
が
共
同
研
究
の
締
め
括
り
に
あ
た
る
時
期
に
研
究
所
長
の
任
に
つ
い
た
こ
と
な
ど
の
た
め
に
、
大
幅
に
遅
れ
て
し
ま
っ
た
。

早
く
に
原
稿
を
提
出
い
た
だ
い
た
方
々
に
お
詫
び
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な
お
、
こ
の
研
究
に
は
、
一
九
九
九
年
に
は
京
都
大
学

か
ら
教
育
改
善
推
進
費
（
学
長
裁
量
経
費
）
を
、
二
〇
〇
〇
年
か
ら
二
年
間
文
部
科
学
省
科
学
研
究
費
が
交
付
さ
れ
た
。
記
し
て
謝

意
を
表
す
る
。

二
〇
〇
三
年
八
月

阪
上

孝
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